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銚子円卓会議主催「まちづくりワークショップ」（全３回） 

第 3 回「新たな価値を生み出す知」 

 

 

日時：3 月 18 日（金）19:00-21:00 参加無料 

会場：銚子市勤労コミュニティセンター2 階ホール 

講師：岡田映子氏（(株)ハミルトン 代表取締役社長） 

コーディネーター：関谷 昇氏（千葉大学 教授） 

 

プログラム： 

19:00 はじめに 流通スター数報告など 邊見早織（銚子円卓会議おとなインターン） 

      主催者あいさつ 松岡明夫氏（銚子信用金庫 理事長／銚子円卓会議 委員 ） 

19:10 対談 岡田映子氏 × 関谷昇氏 

グループ討議 １ あなたが今楽しいと感じていることをグループで共有してください 

          ２ あなたの身近にある地域の魅力を共有してください。 

20:30  グループ発表 

20:55 講評 関谷昇氏 

21:10  閉会 
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対談を通して： 

岡田映子氏（（株）ハミルトン代表取締役社長） 

 銚子生まれで、銚子育ち。一歩も外で暮らしたことがない。しかし、銚子以外の場所に出かけるこ

とは多く、外から銚子を見る、感じること多い。 

  

地元銚子で店をはじめて 29 年。来年で創業から 30 年。16 年前、はじめて成田に出店し、その後

県外でも出店を重ね、現在全国 17 店舗になった。この間、一貫してやっていないことがある。それ

は「真似をする」ということ。大企業はじめ、他社（他者）にはお手本にしたい素晴らしい面が数多

くあることを知る。しかし、一度も真似したことはなく、また比較して競争したこともない。むし

ろ、知ることで自分のしていることを確認し、貫き自分たちのポジションを確立してきたと思って

いる。 

 

毎日通勤で通るドーバーラインの車窓から見える屛風ヶ浦が、一日たりとも同じであったためし

がなく、日々どれもがすばらしい。仕事も、まちづくりも同じではないか。 

あらゆる存在の中で、自分が何者であるかを知り、その魅力を磨き、高めることが大切。 

 

自分自身も実際に銚子について知らないことが多い。もっと知っていくためには、人と楽しさを

共有する必要があることを痛感している。一人ひとりが、自身が楽しいと思うことを話し、他者の

試みを知る先に、既存の「何か」に対する付加価値が生まれていくのではないか。 

 

 今日、この場で得た気づきを一人ひとりが肯定的な気持ちでどんどんと言葉にして伝えていくこ

とはできないか？ 

何かをする、ということは「お金がかかる」と思いがちだが、かけずにできることは無数にある。 

 私たちの仕事は単に「ものを売る」だけではなく、その製品が生まれた背景や関わった人の存在

を考えながら仕事をしている。つながりを大切にすることで、広がりが生まれる。 

現在、全国の学生に会社説明会を通して、ハミルトンが生まれた銚子の PR をしている。企業と地

域との関係性は重要である。全国展開の基盤はイオンモールが多いが、それはイオンが地域に貢献

しようとする会社であることも大きい。 

 

五感をフル稼働させることで感性を磨きながら、できるだけ多くの他者と交流をしていくことを

強調したい。特に意見が異なる相手の考えを聞く、認める経験が、自分自身の成長につながること

を知ってほしい。銚子の魅力を改めて参加者から教えていただいた。銚子は本物志向である、と再

認識する。昔から変わらずに価値の高い、今ここにあるものに、現代を生きる私たちが付加価値を

つけていこう。銚子に暮らす私たちには、本物を感じ取る力がある。そこに自信をもって 
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グループワーク：楽しいことを共有しよう！ 

      

 

 

 

 

 

 

グループ発表：身近にある地域の魅力は？（キーワード拾い上げ） 

・人がフレンドリー 

・解放感にあふれた自然 

・治安がいい 

・誇らしい第一次産業、二次産業 もっと知りたい加工品 

・地盤が強固 地震に強い 

・上質な田舎 

・本物志向 

・趣味を楽しめる機会が豊富 

・滑籐薬局さんのお屋敷、高田町の逆さ川 

    ～六中学区の魅力 

・いただきものが豊富  

～それはうれしくて、おいしい 

・人と歴史と祭り 

～それぞれの場を魅力発信の場として意識的にとらえる 

・上質な方言   

～1000 年の時を超えて京から伝わった「いと、うたて」＝「お～、うだてぇ」 

・写真を活用した魅力の発信 with ものがたり 

～ハートの木、夕日が沈んだ 15 分後の富士山など 

・あんだこれ銚子ももっと活用しよう 

～あるものでつなぐ とにかく「つくる」から、いかに「つかう」かの発想を 

・回覧板など内なる絆の力⇔外からはどう見えてる？ 

・市立銚子卒業生が一気に市外へ⇔一気に発信者が市外へ！（前向き！） 

・千葉科学大学⇔外から若者が銚子へ！（welcome!） 

・魚押し！⇔その他はどう？単調にならないか？ 

・共通するものは何か？ 

自己紹介を兼ねながら、参加者それぞれが今楽しいと思っていることを共有した。まちづくりワークショップ

の楽しさは、自分が身近には感じていない事実を、実感を伴って知ることにある。“ようやく終わったテスト

のストレスを部活で解消する”などの話は、世代によっては忘れていた感覚かもしれない。 

想像の幅を広げるために多世代交流の機会は必要であると考える。“このような場で話をすることが楽し

い”という意見も出ており、まちづくりワークショップが、本質的に街づくりに寄与する準備が整いつつあるこ

とも感じられる。 
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講評として： 

関谷昇氏（千葉大学 教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 参加者からのご意見・ご感想▼        

      

・魅力を語りあうというWSの内容が多いと感じるが、実際にどうしていくんだ！銚子のルーツはこうだ、だからま

ちづくりはこうするんだ！という具体性のあるWSを期待します。 

 

・若い方との交流が出来、とても楽しかったです。地域の魅力を今後どのように町に落とし込むかが課題でしょう

か？ 

 

・街づくり。どんな街にするのか、目的地を決めること。目指す方向を共有しなければ達成できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこにある資源は、ひとつの見方に限られるものではない。いろいろな見方ができる。同じものであっても見え方が違う。

感じられ方も違い、見出しうる価値も違う。まちづくりを考える上ではこれがとても重要である。 

同じものであってもいろいろな価値を与えていく。こういう見え方もあるのではないか？こういう見せ方もあるのではない

か？というように、いろいろな角度から付加価値をつけていく。勢いのあるまちは、みんなで考え、学び、そこに挑戦し続

けている。付加価値づくりでは、どうしてもできないことばかりを先に考えがちになる。人がいない、お金がない、時間が

ないかた。せっかくいろいろなことができる価値が付加価値がつかないまま、宝のもちぐされになる。 

できない理由を考えるのではない。少しでも自分なりに価値を与えていけば、それは議論になり、共感を呼んで広がっ

ていく。そこが大切であることを改めてみんなで共有しておきたい。 

来年度は銚子市では、まちの在り方を決める大事な計画である「総合計画」を作る予定。 

どんな街にしたいのか、みんなでど出し合い、議論し合い、可能性が開かれていく計画にしたい。 

 

 

 

 

 

それぞれが魅力を挙げ、それが大切だという認識が共有されることで、課題を認識する視点も自然に生

まれてくるのだと感じる。魅力としてあげられている「こと」「もの」に実際に携わっている「ひと」に現状を聞く

ことで、おそらくより自分事として理解が深まると思われる。 

まちづくりワークショップをきっかけとして、課題にふさわしい解決の場に、新しい視点を組み込むことで、既

存の「場」が活性、また再生し、機能することも考えられる。 

 

まちの方向性を定めていくことが求められている。裏を返せば、方向性が共有できていない、ということに

なる？ 総合計画の策定は行政だけでなく、市民にとっても極めて重要。 
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・最後だけの参加となったが、最若手の水野君のプレゼンがすばらしく聞きほれた。円卓の皆さんの意見が活発

で勉強になった。3月24日（金）19:00～銚子JCのDMOおねがいします！ 

 

・今日は水野君と意見交換ができた事が一番のPOINTでした。水野君、銚子へ戻って来て下さいね。 

 

 

・不可能を可能にする！小さなことから始まる！これから銚子の良さを発信する！たくさんの話ができて、いい

刺激になりました。ありがとうございました。 

 

・とても楽しく、銚子の良いところを語り合えました！年をとっても楽しくくらせる町にしたいです。 

 

・本物志向という言葉と銚子とのシナジーや進むべき方向が一致していて具体的に将来を考える良い場になり

ました！ 

 

・銚子のステキな所を発見できました。楽しく参加させて頂きました。ありがとうございました。 

 

・銚子について考えている人がこんなにたくさんいるということがすごいと思った。こういった場でもなければ関わった

り話したりできない人がたくさんいてとても自分にとってもよかった。銚子の人間ではないけれど、住んでいる地

域をより豊かに暮らせる場所にしたいという気持ちになった！ 

 

・講師の岡田さん、いや岡田先生！すばらしかったです。今日はたくさん考えたり勉強になりました。ありがとうご

ざいました。 

 

・今回は参加2回目だったけれども前回とはまた違った考えが出てきて発表することもできたのでよかった。 

 

・2回目の参加で銚子をよくするための意見がたくさん聞けてよかった。人と人のつながりが多いグループで、将

来のこと、今の状態などをたくさん知れた。次回もぜひ参加したい。市立銚子へ案内お願いします。 

 

・若い世代と交流が持てて楽しかった。 

 

・初めての参加でしたが、大変有意義な会でした。次回も参加させていただきます。 

 

・いい経験をさせてもらってこれからにいかしていきたいと思います。 

 

・初めての参加でしたが楽しく過ごすことができました。まちづくり以外にも日常や仕事の面でも再確認したい事

に気がつきました。明日からまた楽しく過ごせます。ありがとうございました。 

 

・身近にあることの気づきあらためて気づかされました。このような取り組みの連続がまちづくりにつながっていくの

だと思います。ありがとうございました。 

 

・改めて感じた事として「多世代の交流は気づきが多い」でした。ありがとうございました。 

 

・商工会・青年会議所他メンバーも銚子の発展には関心をもっていると思いますので、参加者の拡大と意見

の詰めを！ 

 

・意見を出し合ったり、他の発表を聞いて銚子の魅力をたくさん知ることができました。また銚子についてみんな

で話し合いたいです。 
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・地域の良いところや未来についてグループで話し合い深く考える良い機会だったと思います。人とのつながりの

大切さについて改めて感じることができました。 

 

・銚子が持つ資源を大切にし、まず自分がそこに興味をもつことで上手く外にPRできるようになるのではないか、

と再認識しました。 

 

・普段の職場を離れ、色々な職業、年齢の方と意見を交流することができて非常に有意義なワークショップで

した。 

 

・「ストーリーづくり」という言葉が好きです。常に仕事をするうえで考えていきたい。岡田さんがキラキラしていてス

テキな大人の女性だと思いました。 

 

・街づくりの素材はそろっていると思います。 

 

・きょうも楽しく過ごさせていただきました♡ 

 

・集まって話し合うと“いいところ”ばかりでてくる銚子。この“いいところ”を住んでいる人たちがもっと伝え、つながっ

ていけると、もっといい街、必要とされる街になっていくと思う。決してマイナスな街ではなく、マイナスをプラスへと

変換していけるといいと思う。 

 

・またやりましょう！ 

 

・良い刺激をいただきました。また色々なアイディアがうかびました。ありがとうございました。 

 

・今まで知れなかった事を知れる良き機会とすることができました。良かったです。次回もよろしくお願いします。

ハートの木、行きたいなぁ。。。 

 

・色々な人の意見を聞くことで新たな気づきもあり、良い機会でした。今後も継続していくことで銚子が変わるき

っかけとなるかと思います。ありがとうございます。 

 

・色々な人の意見がきけてとても勉強になりました。昨日はジオパークのまちおこし講座他、3月はたくさんの話

がきけてためになりました。 

 

・こういったWSは何度も参加しましたが、今日は本当に興味深い意見を聞くことができ良かったです。 

 

 

・同じようなテーマで議論しても、いつも新しい切り口、角度からの意見を聞くことができます。これからのヒントで

す。 

 

 

・新しい銚子の魅力を発見できました。普段視ている風景も、時間帯や季節によって違い新たな魅力発信に

なれば良いと思いました。 


